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震災以降、当社グループは、原子力部門においては福島第一原子力発電所の冷温停止状態の達成や福

島第二原子力発電所の緊急事態解除への対応、また、火力部門においては夏季や冬季に向けた電力供給

確保への対応を最重点に掲げ、全力を傾注してまいりました。 

具体的には、福島第一原子力発電所の循環冷却水系の信頼性向上等の諸対策工事、福島第二原子力発

電所の非常用電源の復旧工事等、並びに火力発電所の復旧工事、火力休止設備の運転再開工事及びガス

タービン発電設備の緊急増設工事等に、最大限の取り組みを行ってまいりました。 

これらにより、当社グループの業績につきましては、受注高は、発電設備工事業の増加により、総額

で前年同期比133億57百万円増の469億43百万円となりました。 

売上高は、発電設備工事業、電気・通信設備工事業ともに増加したことにより、総額で前年同期比72

億85百万円増の413億96百万円となりました。 

次期繰越高は、前年同期比５億33百万円増の269億44百万円となりました。 

利益面につきましては、営業利益は、原子力発電所及び火力発電所の工事を積極的に取り組んだこと

から当初の計画より工事量が増加したこと、かつ短い工期の中で昼夜を分かたず必要となる要員を集中

的に投入したことにより作業効率が向上したこと、さらに経営全般にわたる徹底した諸経費の削減等に

より、前年同期比24億99百万円増の41億45百万円となり、経常利益は、前年同期比24億８百万円増の42

億31百万円となりました。四半期純利益は、震災により被った損失や投資有価証券評価損等の特別損失

の計上に加え、法人税率引き下げに関連する法律が公布されたことに伴う繰延税金資産の取り崩し等を

行いましたが、前年同期比78百万円増の13億54百万円となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

（発電設備工事業）  

受注高は、水力部門が減少となりましたが、火力部門が電力安定供給に向けた運転再開・設備増強

工事等により増加し、原子力部門も増加となりましたので、前年同期比148億14百万円増の383億58百

万円となりました。売上高は、原子力部門が減少となりましたが、火力部門が電力安定供給に向けた

運転再開・設備増強工事等により増加となりましたので、前年同期比70億85百万円増の332億２百万

円となりました。 

  

（電気・通信設備工事業） 

受注高は、変電部門、空調部門、電設部門等の減少により、前年同期比15億34百万円減の79億19百

万円となりました。売上高は、変電部門、通信部門が減少となりましたが、電設部門がデータセンタ

ー電気設備工事の一部完成等により増加し、空調部門も増加となりましたので、前年同期比２億12百

万円増の76億16百万円となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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２．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,716 4,750

受取手形・完成工事未収入金等 14,426 18,814

有価証券 7,536 5,253

未成工事支出金 2,898 5,466

その他 2,931 2,968

貸倒引当金 △4 △6

流動資産合計 32,505 37,247

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 6,954 6,728

土地 10,888 11,022

その他（純額） 984 807

有形固定資産合計 18,827 18,558

無形固定資産 98 74

投資その他の資産

投資有価証券 6,494 2,490

その他 2,496 2,501

貸倒引当金 △65 △64

投資その他の資産合計 8,925 4,926

固定資産合計 27,851 23,559

資産合計 60,357 60,807
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 5,596 5,606

短期借入金 334 573

未払法人税等 718 694

未成工事受入金 280 380

引当金 775 453

その他 2,826 2,540

流動負債合計 10,530 10,249

固定負債

長期借入金 246 241

退職給付引当金 5,385 5,453

引当金 24 22

その他 274 228

固定負債合計 5,931 5,946

負債合計 16,462 16,195

純資産の部

株主資本

資本金 2,881 2,881

資本剰余金 3,730 3,730

利益剰余金 38,182 39,011

自己株式 △986 △988

株主資本合計 43,807 44,634

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △128 △242

その他の包括利益累計額合計 △128 △242

少数株主持分 216 218

純資産合計 43,895 44,611

負債純資産合計 60,357 60,807
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

売上高

完成工事高 34,110 41,396

売上原価

完成工事原価 29,882 34,868

売上総利益

完成工事総利益 4,227 6,527

販売費及び一般管理費 2,581 2,382

営業利益 1,646 4,145

営業外収益

受取利息 35 21

受取配当金 129 59

その他 26 15

営業外収益合計 190 96

営業外費用

支払利息 13 9

その他 0 0

営業外費用合計 14 9

経常利益 1,822 4,231

特別利益

固定資産売却益 518 －

その他 4 －

特別利益合計 522 －

特別損失

災害による損失 － 465

投資有価証券評価損 － 607

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 30 －

その他 34 19

特別損失合計 64 1,091

税金等調整前四半期純利益 2,280 3,139

法人税、住民税及び事業税 436 1,112

法人税等調整額 539 670

法人税等合計 975 1,783

少数株主損益調整前四半期純利益 1,305 1,356

少数株主利益 29 2

四半期純利益 1,276 1,354
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,305 1,356

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △626 △113

その他の包括利益合計 △626 △113

四半期包括利益 678 1,243

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 649 1,240

少数株主に係る四半期包括利益 29 2
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該当事項はありません。  

  

該当事項はありません。  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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